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STRタイピングシグナルとノイズ
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多量・少量DNAの場合のノイズと、ネガコンのノイズ
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ノイズに違いがある？
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ネガコンでのノイズ実測値分布と
正規分布モデル・対数正規分布モデルフィッティング
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Examples of normal and log-normal distributions. 

Eckhard Limpert et al. BioScience 2001;51:341-352
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正規分布と対数正規分布



正規分布

左右対称

正・負

対数正規分布

左右非対称

正のみ



対称性・正負の点でノイズデータを見直す
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対数正規分布の考え方



Physical models demonstrating the genesis of normal and log-normal distributions. 

Eckhard Limpert et al. BioScience 2001;51:341-352
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中央値は同じ
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「穴」の位置は等間隔
で左右に広がる

「穴」の位置は等倍(1/k
倍、k倍)で左右に広がる



「穴」の位置は等倍(1/k倍、k倍)で
左右に広がる

PCRをかける
倍々で増えていく



対数正規分布に慣れよう

Shiny appl

うまく行っている実験のときって？

平均値は？

中央値は？

びみょーな実験のときって？

平均値は？

中央値は？



ショット・ノイズ～光学・電気系



Wikipediaを読もう

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%83%E3%83%88%E9%9B%91%E9%9F%B3


ショット雑音はポアソン分布

• 平均してk回・k個

• k回・k個にちょうどなることもあれば、それよ
り大きかったり小さかったりする

• Shiny appl



ポアソン分布の特徴

• 平均 m と分散 v が同じ

• 分散 v は標準偏差 s の二乗 v = s^2

• 平均 m が大きくなると、標準偏差 s は平均 m 
に比べてどんどん小さくなる

• 大まかに言えば、m ± s の範囲にある割合が入
る(標準偏差と偏差値
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• 平均 m が大きくなると、標準偏差 s は平均 m 
に比べてどんどん小さくなる

• →問題になるのは、mが小さいときだけ
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実測データを
ポアソン分布にあてはめる

ポアソン分布は平均値さえ出せば、分布全体推定
は終わり



ポアソン対数正規分布

• 対数正規分布とポアソン分布とを組み合わせる

• 種：標本中のmRNA分子の個数 qRT-PCR : PCRを
用いた指数関数的増幅による検出

• 「ゼロ」に対応する値

• 「ノイズ」

• 「観測シグナルは指数関数的増幅数」



対数正規分布
vs. 

ポアソン対数正規分布

• ポアソン対数正規分布にできてただの対数正規
分布にできないこと

• 「離散的」であること

• 「０」であること



このモデルでのノイズ分布を
描いてみよう

Shiny appl



シグナル・ノイズ識別も調べてみる

Shiny appl


